
 
 
 
 

　学習指導要領改訂に向けた論点 ６ 

 

デジタル学習基盤の整備を踏まえた学びの在り方 

●　手軽に回答を得られるデジタル時代であるからこそ、人間中心の発想で生成 AI 等を使い

こなしていくためにも、「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、

人間性等」といった各教科等で身に付ける資質・能力が一層重要となるという認識に立ち、

体験活動の充実をはじめとして、デジタルとリアルのバランスを取りながら資質・能力の育

成に取り組むことに留意が必要。 

●　GIGA スクール構想の下、クラウド環境やアクセシビリティ機能を含むデジタル学習基盤

を効果的に活用している学校では、多様な子供たちを包摂する実践が進むとともに、多様な

教材の活用や思考過程の可視化などにより、個別最適な学びと協働的な学びが促進され、

「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善が進んでいる例も見られている。一方

で、従前からの指導においても同様であるが、育成すべき資質・能力を十分に意識しない実
践が行われることにより、ICT 等のツールが先に述べたような役割を果たすことなく、「深
い学び」に繋がっていない例も見られることに留意する必要。 

●　デジタル学習基盤は、今後の学習者主体の学びを支える極めて重要なインフラである。こ

のため、教師の指導のツール（教具）としての側面のみならず、学びやすさの提供や合理的

配慮の基盤であることなど、学習者のためのツール（文房具）という側面にも十分な目配せ

をして、課題に向き合いつつ積極的な活用を推進することが重要。 

●　このため、既存の学習基盤と何が異なるのか、それによってどのような学びが実現できる

のかを踏まえつつ、デジタル学習基盤を前提とした学びのデザインの方向性として何を示す

べきかを検討すべき。一方で、デジタルツールを用いた具体的な教育方法を示すことについ

ては、テクノロジーの進化が速い点や、各教科の領域固有性があるかどうかという点を踏ま

え、その適否も含めて検討すべき。 

●　情報技術など変化の速い領域については、技術の変化に即応して最新の状況に応じた学び

を確保するためにどのような方策が考えられるか検討すべき。 

●　生成ＡＩが教育にどのようなインパクトを与え、資質・能力の在り方や教育方法にどうい

った影響を及ぼすのかを踏まえた検討が行われるべき。 
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